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1. はじめに 
情報が多様化、複雑化した社会では、状況を

正しく整理、分析し、問題を解決する能力が求

められている。特に、数やシンボルを用いて実

生活の身近な問題を扱う能力は、知的問題解決

能力に欠かせない能力である [1]。この能力は数

学的リテラシーと呼ばれており、個人の生活や

職業生活において、確実な数学的根拠に基づい

た判断を行い、数学に携わる能力である [2]。 
 しかし、現在の日本の数学教育では数学的リ

テラシー教育に目が向けられていない [3]。2012
年に実施された、PISA（Programme for 
International Student Assessment：OECD 生

徒の学習到達度調査）の結果から、日本は

OECD 加盟国の平均に比べて、数学を学ぶ意義、

数学の実用性についての理解が非常に低いレベ

ルであるといえる。また、日本の生徒は純粋な

計算問題を解く自信を持っているが、実生活と

結びついた問題を解く自信は持っていない [4]。

よって、日本の生徒は、数学に関する高い技能

や知識を持っているのにも関わらず、数学を実

生活とは関係ないと認識しているため、日常生

活における問題解決の場面において、数学の知

識を活用することができないことが考えられる。 
そこで本研究の目的は、数学化サイクルに沿

った学習を支援するシステムを開発し、利用者

に数学と日常の繋がりを感じさせ、数学的リテ

ラシーを習得、向上させることである。数学化

サイクルとは、現実世界の問題を解決するため

に使用する基本的なプロセスである [2]。数学的

リテラシーを習得、向上させることができれば、

数学が日常生活で役立っていることを理解する

ことができ、社会の問題や個人の問題について

数学的な根拠を持って判断を行うことができる

ようになると考える。 
 
 

2. システム 
本研究で開発したシステムにおいては、多く

の人にとって身近であり、前の題材との繋がり

を持たせられるものを扱う題材の基準とした。

この基準のもと選定した題材は、レジ袋、石油、

飛行機、ジェットコースター、時計と音の六つ

である。システムから与えた問題を利用者に考

えさせながら、各題材と関連する数学を特定す

る。開発に使用した言語は HTML と JavaScript、
ライブラリは、Chart.js と jQuery である。 
図 1 は、「レジ袋」の画面である。ここでは、

レジ袋の出荷量を扱い、その変化が曲線で表せ

ること、そのような変化が起こった要因を解説

している。「石油」では、「レジ袋」と同様に、

具体的な数値を求める問題を出題し、その問題

を数学化サイクルに沿って考えられるようにシ

ステムで支援した。 
 

 
図 1 「レジ袋」の画面 

 
図 2 は、「時計」の画面である。ここでは、

時計の針の高さと時間の関係は周期的な関数で

表現できることを解説している。GIF アニメー

ションを使用し、グラフを動かすことで印象に

残すようにした。「飛行機」、「ジェットコー

スター」、「音」では、「時計」と同様に、数

値を求める問題は出題していない。ここでは、

関連する数学の特定に重点を置き、数学化サイ

クルの中で「現実から数学への翻訳」を強化す

ることを目指した。 
本システムは数学が苦手な人でも気軽に取り

組めるように作成したため、複雑な計算や数式

等は含めないこととした。 

Proposal of support system for strengthening  
mathematics cycle using familiar subjects 
†Misaki Ishiyama 
Collage of Knowledge and  Library Sciences, School of 
Informatics, University of Tsukuba 
‡Maki Tokii 
Faculty of Library, Information and Media Science, 
University of Tsukuba 
 

グラフ 

解説 

Copyright     2020 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.4-511

1ZF-04

情報処理学会第82回全国大会



 
図 2 「時計」の画面 

 
3. 結果 
 本研究で作成したシステムの有意性を検証す

るために被験者実験を行った。システム使用前

後に数学の意識に関するアンケート、システム

使用後にシステムの内容等についてアンケート、

インタビュー調査を行った。図 3 は、事前アン

ケートと事後アンケートの結果を比較した図で

ある。 (7)、(11)のみ、平均値が下がり、それ以

外の項目は平均値が上がった。各項目の変化が

有意であるかを t 検定で調べた。その結果、(6)、
(8)、(12)は p 値が 0.05 より小さくなったため、

5%水準で有意であった。よって、この項目につ

いては数学に対する意識に変化があったといえ

る。 

 

*：p<0.05 
図 3 アンケート結果 

 
4. 考察 
 事後アンケートにおいて「数学と日常の繋が

りをシステムから感じることができた」という

項目に対して高い評価を得られた。また、「数

学は日常生活に応用できる」という項目に対し

て、事前アンケートから二段階以上評価が上が

った利用者が多かった。よって、システムを使

用することで利用者に数学と日常の繋がりを感

じさせることができたと考える。 

 本研究で作成したシステムでは、数学と日常

の繋がりを感じさせることに重点を置いた。よ

って、より長時間または長期間利用することを

想定すれば、学ぶ意義を理解しながら技能を身

に付けるシステムを構築できると考える。 

 

5. まとめ 
本研究では、数学化サイクルに沿った学習を

支援するシステムを開発し、利用者に数学と日

常の繋がりを感じさせ、数学的リテラシーを習

得、向上させることを目指した。システムでは、

多くの人にとって身近であり、繋がりを持たせ

られるような題材を扱った。それぞれの題材で、

数学化サイクルに沿った学習を行えるようにシ

ステムで支援を行った。複雑な数式や計算等を

含めないことで、数学に苦手意識を持つ人でも

気軽に取り組めることを目指した。 

 大学生を対象に行った評価実験において、

「システムから数学と日常の繋がりを感じ取る

ことができた」というアンケート項目に対して、

全員から肯定的な回答を得られた。よって、本

システムが数学と日常の繋がりを感じさせるこ

とに有用であったことがわかった。また、「シ

ステムで扱う題材を身近に感じた」というアン

ケート項目に対しても、全員から肯定的な意見

を得ることができた。よって、システムを通し

て利用者に数学が身の回りに潜んでいることを

感じさせることができたといえる。 

 今後は、数学的要素を強める、利用者自身が

発見したデータを基に学習を進める等の工夫を

加えることで、教育現場等、利用の幅が広がる

ことが期待される。 
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